



































































































る。 そして、 この性格の多 くは、 その産猷哉の




大阪大学は、 1931年に 8番目、 内地6番目
の帝国大学として設置された31。 創設時の学
部は理学部と医学部の2学部。 理学部は新設
36 記録と史料 NQ19(2009. 3) 
であったが、 医学部は府立大阪医科大学の国
立移管により実現した。 大阪医大の歴史は









11学部、 15大学院研究科、 5 附置研究所、 2




















































十年J8 )、『大阪大学五十年史 部局史j9 )、『大
























































度にわたって答申を提出し、 2006年 2 月10 日
付の 「大阪大学文書館(仮称) 設置第二次答
申J は 3 月15 日の教育研究評議会で報告され






























備室は2 日06年 7 月l 日に設置され、 同 日付で
経済学研究科の阿部武司教授が室長に就任し
た。その後、 10 月l 日付で専任講師 として菅
真城と事務補佐員として回村綾が、 11月l日
付で事務補佐員として辻義浩が着任した。現
在の体制は、 室長(併任)、 講師 l、 事務補佐
員(非常勤) 2 である。 準備室としては、 豊
中キャンパスにあるサイバーメディアセン
ターの教員室 2 室(約44 m' ) を借用している








( 2 ) 業務
「大阪大学文書館設置準備室設置要項」第






同要項第 2 では、 以下のように準備室の業務
が定められている。











































































































































































































する法律施行令(平成1 4年政令第1 99号 )第
































また、 折田悦郎は、 大学アーカイプズを 「大
学が生産(授受)した事務文書を中心に収集
し、 それを学内外の利用に供するとともに、
















り、 教員 職員・学生に対しては、 当該大学
に在籍することの意義を認識させ(7イデン










































































































































































































































































































































































































































































- J (平成14 . 15年度科学ジ研究費補助金(基盤研究(B)









































要 J 13、初日5年、34頁)。 広島大学文書館は、大学史
資料室と公文書室という 2 室体制をとっており、九
アーキピストの眼 ポスト年史編纂で辛い大学アーカイプズの設立 47 
州大学大学文書館も、大学史資料室と法人文書資料























































46)この 8 大学は 「はじめに」で述べた 8 つの大学
のことであり、 時限的な年史編集室は除いている。
47)菅真城「国立大学アーカイプズの設置根拠およ
び目的。業務規定についての分析J(前掲)。
48)菅真城「広島大学文書館の設立経緯と現状J r広
島大学文書館紀要J7， 2005年。
49)小宮山道夫「広島大学文書館の特色J r九州大学
大学史料室ニュースJ 24、2004年、 4頁。
50)小池聖一「大学文書館論J (前掲)、249-250頁。
5])寺崎昌男「大学アーカイプスと大学改革J r大学
教育の可能性一教養教育・評価・実践 J東信堂、
2002年、202頁、初出2001年。
52)小池聖 「大学文書館論J (前掲)、250頁。
53)富永一也「われわれのアーカイヴズJ (前掲)、
29頁。
54)桑尾光太郎 谷本宗生「大学アーカイヴズのあ
ゆみJ(前掲)、35-36頁。
55)折田悦郎 「国立大学におけるアーカイプの設置
とその機能J (前掲)、13、20頁。
56)小宮山道夫「実際的大学アーカイプズ考J(前掲)、
88頁。
57)西山仲「大学文書館とは何かー沿草史との関係
から考える一J (前掲)、4 頁。
58) 大横徹也「大学アーカイプズが問われること」
『アーカイフeズへの限一記録の管理と保存の哲学j
万水害房、2007年、初出2005年。
59)菅真城rr自己苧検・評価J . r教育研究』と大
学アーカイプズJ (前掲)、54頁。
〔付記]本稿は、全国歴史資料保存利用機関連絡協
議会資料保存委員会・大阪大学文書館設置準備室共
催「アーカイプ基礎セミナー ゼロからの資科保存J
(2008年 6月12日、於大阪大学附属図書館本館図書
館ホール) における筆者の報告「大阪大学文書館ス
タートのために」を改題のうえ加筆したものである。
したがって、本稿の情報は2008年 6月段階のもので
あり、その後の動向については触れていない。
